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要᪨

小ᝨ星 43Ariadneのᙧ≧を求めるため、༢Ⰽ測光観測を行い、光度᭤⥺をసᡂした。そして

᭤⥺の光度変化から小ᝨ星 43Ariadneのᙧ≧、及び等⣭を考ᐹした。

１㸬はࡌめに

⚾たࡕは、㐣ཤ 10年間変光星につ

いての測光観測を行ったが、௒年は

10年⤒㐣したのでஂしࡪりに小ᝨ星

を観測することにした。2025年 12月

に兵庫県立大学西はりま天文台の༠ຊ

を⤒て 2Ἡ 3日にわたり、小ᝨ星

43Ariadneの測光観測、データ収集を

行い、࿘ᮇを求め、ᙧ≧を考えた

２㸬観測・解析方法

兵庫県立大学西はりま天文台 60cm

望遠鏡に CCDカメラ（SBIG ST-L）を

౑用して、༢Ⰽ測光観測を行った。R

バンドフ࢕ルターを౑用し、露出時間

を 30秒で⧞り㏉し撮影を行った。画

像データは FITSᙧ式のため、ᅜ立天

文台の画像解析ࢯフトࠕマカࣜࠖを౑

用してダーク解析、およびフラット補

正を行い、一次処理をした。次に小ᝨ

星 43Ariadneの明るさを求めるため比

較星とともにカ࢘ント値を求めた。

㸱㸬結果と分析

小ᝨ星の光度変化を求めるために、

光度変化をしないᜏ星２つを同時に観測し、光度の値をᜏ星の光度の

値で割って比率を求めた。次に、2つのᜏ星の比率のᖹᆒ値を求め、光

度の値をᖹᆒ値で割りつ᱁化した。（図１）

次に、比較星のデータから、࣏グࢯンの式を用いて等⣭の光度᭤⥺

（図２）をసᡂした。

㸲㸬考ᐹ・௒後

これらのグラフの光度変化からᙧ≧を考え、小ᝨ星のᶍ型をసっ

た。グラフ୰の光度が下がる地点を↓視すると、基本的になだらかな光度変化をた࡝ってい

る。このことから小ᝨ星のᙧの基┙は、光度変化のᑡない、球≧のᙧをしていると考えられ

る。次にグラフの光度が下がっている地点を考える。この地点が 2かᡤあることから小ᝨ星を

1࿘する⁁があると考えた。また、この 2かᡤ間にある間㝸は、2時間の間㝸と 3時間の間㝸が

ある。これにより、⁁は球のࡕ࡝らか一方に೫ったሙᡤにあると᥎測した（図㸱）。ライトカー

ンを㛤ࢸつ下がってᛴにୖがったのは、カメラの補正がཎᅉまたは、観測ᐊのカーࡎがᑡしࣈ

けたままで、₃れた光を感▱したようだ。また、天候がᝏくなり、1࿘ᮇ分のデータが取りษ

れなかったので、࿘ᮇを求めることができなかったことは、ṧᛕである。次ᅇ観測する機఍が

あれࡤ取りたい。
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要 旨
本研究は、クレーターᙧ≧から⾪✺᮲௳を᥎定することを目ᶆとする。஝⇱◁ୖへの㕲球ⴠ下実㦂により、低㏿⾪✺

クレーターの解析を行った。クレーターᚄ ーࢠと⾪✺エネルܦ ܧ = ݄݉݃の間に ܦ ן ఈܧ のべき஌๎が、球がᇙἐし

なかった時に㝈りᡂ立することを確認した。さらに、ᨺ出された⢏Ꮚがᨺ≀㐠動をすることにより再度ሁ✚したと考

え、ߠ方向に㣕散した◁の量 のⴠ下地点◁、(ߠ)ܩ が(݈)ݖを用いて、ሁ✚高さ分布(ߠ)݈ (݈)ݖ ן ீ(ఏ)ௗఏ
ௗ௟

で表されるࣔデル

を構築した。また実㦂により、ࣜム高さがⴠ下高さに౫Ꮡしないことが確認された。

１．目的と背景
クレーターは≀体⾪✺の⑞㊧であり、そのᙧ≧は⾪✺の௙方によってさまざまであることがわかる。そこでクレ

ーターᙧᡂの㐣⛬を調べることにより㏫に、クレーターをᙧᡂした㝹石の≉ᚩを≉定することを目的とする。

２．ᐇ㦂ᴫ要  
㕲球を様ࠎな高さから⢏ᚄ (840ࠥ2000 μm) のそろったᅵのୖにⴠとす。ⴠ下によってできたクレーターの┤ᚄを

測定し、㕲球がᇙまったか࡝うかもグ㘓する。また、観測されたクレーターのᙧᡂ㐣⛬を調べるためにࣁイスࣆード

カメラを用いて、撮影した映像を解析する。≉に㣕散した⢏Ꮚの動きに╔目した。

３．結果
図１が示すように、ܦ ן ఈܧ のべき஌๎がᡂ立した。

ここで、 ߙ の値が ߙ ׽ 0.2214 ± 0.0155 であった。また、⢏Ꮚ集ᅋは一定の

傾きをಖって同一┤⥺ୖを㣕散した。

同一の㕲球を用いたときにࣜム高さがⴠ下高さにࡰ࡯౫Ꮡしない

(  ݄ ׽ 4.35 ± 0.29  mm)ことが確認された。

４．考察
㕲球が◁面に⾪✺した後の◁の㣕散について考える。

まࡎ、ある時้ݐにおいて◁が同一┤⥺ୖ（図２┤⥺ୖ）に位置しているた

め、その時の◁の集ᅋのᙧ≧が以下の方⛬式にᚑっていると௬定する。

ݎ㸻ܽݖ + 㸪(ݐ)ܾ (ݐ)ܾ = ܾଵݐ + ܾ଴ െ ଵ
ଶ

ଶݐ݃

ここで ݖ は高さ、ݎ はⴠ下地点からの㊥㞳である。ここで、 ߠ 方向に㣕散した◁

のⴠ下地点 (ߠ)݈ は

(ߠ)݈ = ଴ݎ + ൬
ܾଵ

sin ߠ െ ܽ cos ߠ
൰

ଶ sin ߠ2
݃

とかける。また、ߠ 方向に㣕散した◁の量はその⢏Ꮚのᣢつエネルࢠーの㏫数に

比౛すると௬定すると

(ߠ)ܩ ן sinଶ(ߠ െ ൬sin    (ߚ ߚ =
ܽ

ξܽଶ + 1
 , cos ߚ =

1
ξܽଶ + 1

൰

とかける。݈(ߠ) ׽ ߠ)݈ + (ߠ߂ 間にሁ✚した◁の高さを求めると

݈)ݖ ) = (ߠ)ܩ
ߠ݀
݈݀

ן
ଷ(ߠ)ܩ

(ߠ)ܩ2)݇ cos ߠ2 െ (ߠ)ᇱܩ sin ቆ݇              ,(ߠ2 =
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ଶ

݃(ܽଶ + 1)ቇ

と表せる。これを、ߙ = గ
ଷ
として図示すると、図3のようなᙧになるとわかる。

⾪✺によるพみ部分の関数化を行い、考ᐹで示した関数とたし合わせること

で、最終的にクレーターのᙧの関数化を行う。

５．展望
⾪✺によるพみ部分の関数化について考ᐹし、より正確な⾪✺᮲௳の᥎定を

目指す。

また、球の┤ᚄを変化させながらࣜム高さを測定することにより、ࣜム高さ

の球の┤ᚄに対する౫Ꮡ性を調べる。
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